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※数値が大きいほど市の被害想定に対する相対的危険度が高い
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定障害者支援施設りんどう苑、浪岡野沢公民館、浪岡野沢小学校 ⑤交通・輸送の困難度 3

⑥災害の危険度 2
広域・一時避難場所 2

・建築年代の古い木造建築物が非常に多いものの、棟間隔が広い
ため延焼危険性は低い。
・医療施設が校区内に非常に少ないため、医療活動の困難度が高
い。被災時には周辺校区との連携が不可欠である。
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浪岡野沢小学校

④医療活動の困難度 4

2

障 が い
児 ・ 者
施 設 等

4 箇所

ハイツたるさわ、みらいの里、指定障害者支援施設りんどう苑、放課後等デイサービス事業所みらいの里ミン
ト

②建物被害･火災の危険度 3

③救助活動の困難度 2

2011年3月11日 東北地方太平洋沖地震 市内全域で約1日の停電

台 風 2013年9月15日 台風18号 市内全域で（床上浸水24件/床下浸水128件/一部破損2件)
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里なみおか、在宅老人デイサービスセンター悠悠

地 震

集中豪雨

①避難の困難度

2012年7月16日 大雨被害 浪岡地区全域で(床上浸水2件/床下浸水35件）
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消防団詰所等 4 箇所
浪岡消防団第15分団、浪岡消防団第16分団、浪岡消防団第17分団、浪岡消防団第18分団

太平洋沖地震入内断層地震

・青森市の南西端に位置し、校区の西側が板柳町や五所川原市と隣接している。西部の境界周辺は田園地帯が広く分布して
おり、東部は主に山地・丘陵地によって構成されている。
・隣接小学校区は大栄、浪岡北、女鹿沢。
・校区内を縦断する五所川原浪岡線の沿線に沿うように住宅地が集中しており、周辺には複数のため池が分布している。
・木造建築物が全建物棟数の93％で、そのうち昭和55年以前の建物が68％を占めるため、建物の全壊、半壊等被害を多く受
ける可能性がある。
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下石川ふれあいセンター、吉野田児童館、吉野田農村センター、郷山前農村センター、農業機械修理研修
所、浪岡野沢公民館

警 察 署 1 箇所 樽沢駐在所
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合　　　　　計 2,266 人

地区面積 18.00 ㎢ 面積比 2.2% 人口密度 125.9 人/㎢
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合　　　　　計 1,673 棟
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地  区  別  防  災  カ  ル  テ
様式1　防災データベース Nｏ. 44

浪岡野沢小学校

吉野田(字吉野、字熊沢、字平野、字木戸口、字樋
田、字荷越沢、字岡田、字螢沢、字鎧沢、字鳥取長
根)、郷山前(字山井、字上野、字村元、字永原、字
永井)、樽沢(字里美、字萢里見、字上野、字村元、
字新里)、下石川(字平野、字岡田)
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非木造(昭和55年以前) 80 棟

非木造(昭和56年以降) 45 棟

木 造 ( 昭 和 55 年 以 前 ) 1,071 棟

木 造 ( 昭 和 56 年 以 降 )
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